
　一方、消費者に向けて、行政や地域の消費者団体・

ごみ問題に取り組む団体などが、マイバッグの持参を

呼びかける運動を展開してきました。

　また、事業者の取り組みとしては、1978年に資源の有

効利用とゴミ削減のためにスタートした「買い物袋再利用

活動」が出発点です。その後、「買い物袋持参運動」へ広

がり、1995年6月には、レジ袋が必要な方は1枚5円を

代金箱に入れる「マイバッグ運動」へと発展しました。

　大学生協でもレジ袋の有料化が進んでいます。トップ

を切った千葉大では、レジ袋を1枚5円にしたところ、

95%のレジ袋を削減できたと発表し、以後有料化する大

学生協が続いています。京都大学では折衷案として、

「レジ袋が欲しい方は声を掛けてください。差し上げま

す。」と張り紙をし、配布を中止しました。その結果、有

料化せずに95%のレジ袋を削減することができました。

　ここでは、人口増加や異常気象等による世界的食糧危

機という警鐘が鳴らされる中、先進国で問題となってい

る食品廃棄物問題について紹介します。

　多くの食料を輸入している日本で、年間に食べられている

量は約8424 万トン／年。そのうち、1年間に出される生ごみ

の量は、家庭から1072 万トン、レストランやスーパーなど事

業系から641 万トン。生ごみの中で、まだ食べられるのに廃

棄されたものは、家庭やレストランやスーパー等から年間で

約500～800万トンにも上ります（農水省平成22年度推計）。

　家庭での理由は、多い順に、① 野菜の皮の厚剝きなどの過剰除

去、② 食べ残し、③ 期限切れ（直接廃棄）、レストランでは、客の

食べ残し、仕込み過ぎなど、スーパーでは、商品の規格変更、期

限切れ、パッケージの印刷ミスなどによる返品で発生しています。

　こうした食品廃棄物の発生を回避するためには、消費者や事業

者が意識を変えることが必要です。適正な量を注文して食べ残し

が出ないようにすることが大事です。もし、残した場合、持ち帰りの

できるお店も増えていますので持ち帰り可能か確認してみましょう。

　農水省も、我が国の食品廃棄物削減を進めており、

流通業界の独特の商慣習（賞味期限1/3ルール※）につ

いて見直すことを事業者に呼び掛けています。

　一方で、私たち消費者も、「賞味期限」と「消費期限」

の違いを理解することが求められます。「賞味期限」は、

『おいしく食べることのできる期限』ですから、それを過

ぎたとしてもすぐに廃棄せず、におい等の五感を使って

食べられるかどうかを判断することが必要です。他方、

「消費期限」の場合は長期保存できない食品に表示され

ていますので、きちんと保存し、期限内に食べ切るように

しましょう。

　本来、Reduce とは、“減らす”という意味です。この

ため、廃棄物問題の文脈で使用される場合には、“ご

みにしない”や“ごみを減らす”など、ごみを排出する

段階で「排出を抑制する」という意味で使われます。

　さらに、容器包装を軽量化したり“製品を長く使うこ

とで、使用済みとなる製品の発生量を減らす”など、「そ

もそも廃棄物の発生を回避する」ことにも使われます。

　このように、リデュースの概念を膨らませると、たん

にごみを減らすことだけに留まらず、「長寿命な製品を

作り、それを長期間使用する」ことや「修理可能な製品

を作る」、「資源の使用量を節約する」、あるいは「あら

かじめ食べられるだけの量を作る」、「作った食べ物は

残さない」等々にまで拡大できます。

　欧米では半世紀以上も寿命がある一般住宅につい

て（米国55 年、英国77 年）、日本ではわずか30年程

度で建て替えられています。このような日本の住宅につ

いて、その寿命を200年まで伸ばすことで住宅の価値

を高めるとともに、建設廃棄物（建築ストック）の発生

抑制や建材の使用量削減など様々な環境対策に役立

てようとする画期的なビジョンが“200年住宅構想”で、

「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」として法制

化され、2009 年6月から施行されています。　

　平成22年に環境省は「マイボトル・マイカップキャンペー

ン」を開始しました。国民の誰もが簡単に実践できるリ

ユースの具体的な取組として、同省が従来から進めてき

たマイバッグの利用に加えて新たに展開するものです。

　マイボトル・マイカップが利用できるお店の情報提供

などを行うほか、エコライフ・フェアでキャンペーンの趣

旨等を紹介するブースの出展を行ったりしています。

　身近に実践できるリデユース、リユースとしてもう一

つ、大きく広がっているのが、マイボトルとマイカップで

す。マイボトルに、暑い夏は冷たい飲み物をいれて持ち

歩き、こまめに水分補給して熱中症対策。冬は暖かい

飲み物をいれて、ホッと一息。

　マイボトルはゴミやCO2の発生が抑えられるだけで

なく、経済的であるという理由から、若い人たちに広

がっています。

　コーヒー店やファストフード店で提供される飲料は、

多くのお店が、使い捨ての紙カップやプラスチックカッ

プで提供していて、毎日たくさんの

ごみが発生しています。

　使い捨てのカップで提供する

コーヒー店を多く利用される方は、

タンブラーを持参してみましょう。

環境配慮行動としてのマイバッグ運動

食品廃棄物を減らそう！

“期限”の違いを理解しよう！
長寿命な200 年住宅に住もう!

マイボトル

タンブラーを持参しよう

レジ袋有料化
5. 長寿命商品

6. マイボトル・マイカップ＆商店街の取り組み

■ マイバッグマナー
買い物中は折りたたんでおく。商品は店の買い物カゴ
に入れる。レジが済んでからマイバッグを利用する

全国のレジ袋有料化自治体等の詳しい情報は下記をご覧く

ださい。環境省HPより

http://www.env.go.jp/press/file_view.php?serial=11319&hou_id=9647

4.食品廃棄物を減らす

食品事業者

食品資源
8,424万トン

大豆ミール、ふすま等
製造副産物　1,233万トン

事業系廃棄物

うち可食部分  300~400万トン
641万トン

家庭系廃棄物

うち可食部分 200～400万トン
1,072万トン

食品廃棄等
排出量
1,874万トン

一般家庭

■ 食品廃棄物量の状況（平成22年度）

※農林水産省データより作図
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■ 既存住宅流通シェアの国際比較

21 22

第 2 章　　最初に配慮したいリデュース リユース、リデュースの環境教育  教師用ガイドブック


